
 

平 成 ２ ０ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧 

 

（ 6 月 11 日 1 番 ～ 7 番 ・ 6 月 12 日 8 番 ～ 11 番） 

 

※ 6 月 11 日                             Ｎｏ．１ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

 

1 

 

山本 光栄 

１．ストップザ地球温暖化へ向けて 

（１）環境ＩＳＯの推進、マイバック運動、廃食用油の活用、環境

教育などの取り組みとその成果について 

（２）わがまち１品エコ運動の展開について 

２．ふるさとの森づくりとみどり豊かなまちづくりを 

（１）森林環境税によるソフト、ハードの事業について 

（２）街路樹による特徴ある並木道の創設について 

（３）生け垣の奨励について 

３．小中学生の携帯電話について 

 

２ 片山瞬次郎 

１．公立病院改革ガイドラインと今後の小松市民病院の経営につい

て 

（１）一般会計から繰入金の対応と財政指標の関係について 

（２）地域間病院のネットワーク化で協調を 

（３）医療の質の向上を図りながら特色ある地域医療のかなめに 

２．マンション・アパート等の住民に対する地域情報の格差の是正

を 

（１）町内会と家主・管理者との連携で地域情報の配慮を 

（２）オフトーク通信サービスから防災行政無線を使った情報提供

のシステムに切り替えの準備対応を 

３．妊婦健診費用の助成と「里帰り妊婦健診」を含めた妊婦健診の

無料化の推進を 

（１）妊婦健診の公費負担回数５回から６回の拡大を 

（２）出産で里帰りした妊婦の健診も無料化に 

 

 



※ 6 月 11 日                            Ｎｏ．２ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

３ 円地 仁志 

１．小松海岸の整備について 

（１）進捗状況と今後の予定 

（２）漁業者への影響 

２．交流人口の増加策について 

（１）台湾からの観光誘客策について 

（２）各種学会・大会の誘致について 

（３）石川ミリオンスターズを活かしたにぎわいづくりについて 

 

４ 高野 哲郎 

１．「中心市街地活性化基本計画」の認定に向けてのこれから 

（１）国の認定取得の遅れの原因は 

（２）５月に発表された商工会議所のマスタープランをどう評価す

るのか 

（３）来年４月に出店予定とされている大型店、開店までの法的手

続き、スケジュール、店舗面積等の情報をお聞きしたい 

（４）策定案の国への提出時期について 

（５）活性化に向けての公的施設の配置も重要と考えるが、具体的

にどのような施設を考えているのか 

 

 



※ 6 月 11 日                            Ｎｏ．３ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

５ 吉本慎太郎 

１．「小松」「ＫＯＭＡＴＳＵ」を発信せよ 

（１）「歌舞伎のまち」の通年発信、その取り組み状況と可能性は

（２）「全国子供歌舞伎フェスティバルＩＮ小松」の開催時期につ

いて 

（３）「町家」活用の進捗状況と課題、今後の展望について 

（４）「通過点」とならないために小松が発信すべきことは 

２．企業誘致について 

（１）先端企業の誘致に向けて工業用水の更なる水源調査を 

  ①調査箇所、調査方法に今一度の工夫を 

  ②大日川ダムの放流水を使用することはできないか 

（２）誘致企業に雇用されている方々の居住地について 

  ①県外から小松市に住所を移された方の割合は 

  ②小松市に住所を持たない方の原因を把握すべきでは 

 

６ 出戸 清克 

１．工業団地造成について 

２．中心市街地活性化について 

３．転職援助支援について 

４．職員の残業について 

５．桜生水の整備について 

 

７ 木村 厚子 

１．小松空港の国際化、―台北便を契機に― 

（１）小松市は本当に活かしているのか 

（２）粟津温泉の対応はこれでいいのか 

（３）国際貨物便の今後 

 



※ 6 月 12 日                            Ｎｏ．４ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

８ 二木   攻 

１．教育委員長としての抱負について 

２．小中学校の耐震化について 

３．小松市文化賞受賞者の作品展示会の開催について 

 

９ 橋本 米子 

１．後期高齢者医療制度（長寿医療制度）について 

（１）この制度の保険料は２年毎に見直しをする仕組みであり、ま

た被扶養者の暫定措置が終われば大幅な値上げになるのでは

ないか 

（２）長寿健診は無料にして、すべての高齢者が受診できるように

すること 

（３）この制度は「長生きを喜ぶ制度」と思われるのでしょうか 

２．不登校問題について 

（１）不登校児童・生徒の状況把握について 

（２）相談体制の抜本的対策を求める 

３．小児医療費助成制度について 

（１）子育て支援強化策として自動償還方式の導入を 

 

１０ 梅田 利和 

１．小松台北便就航に伴う誘客体制とその整備状況は 

２．ふるさと納税について 

（１）小松市の開始時期と取り組み状況は 

 

１１ 飛弾 共栄 １．「都市計画道路見直し」と道路整備について 

 

 

 


